


“藤枝市“について

藤枝市のまちづくり戦略

•静岡県のほぼ中央

•静岡市に隣接

•浜松市の東約50km  

•平成21年1月に岡部町と合併

・面積：194.06 km2
・人口：143,057人
（2022.4末現在）



藤枝市のまちづくり戦略

２０１０年から２０１５年の５年間で、

1,500人増加
※２０１５年度国勢調査結果（速報値）

静岡県内の市で、増加数１位。
藤枝、袋井、長泉以外は、全て人口が減少。
さらに、５年連続転入超過県内１位。

“選ばれるまち”

藤枝市の人口動向は



藤枝市の現状

藤枝市のまちづくり戦略

右肩上がりから一転、人口減少に突入

・自然減が、社会増でカバーできないスピードで進行
令和２年度 ▲484人
＜社会動態＞ 転入－ 転出 ＝ 219人

＜自然動態＞ 出生－ 死亡 ＝▲703人

・都市化と比例して地価・賃料が上昇し、若い世代が

近隣市町に流出



藤枝市の現状

藤枝市のまちづくり戦略

人口減少、少子高齢化が進むと・・

経済の縮小（労働力低下、消費の減少）、税収の減少、
交通弱者が増加

⇒行政サービスの維持困難、郊外施設の利用困難、
民間施設の撤退

⇒住みにくいまち

⇒さらに人口が減少

負のスパイラル、消滅!?



藤枝市のまちづくり戦略

今、自治体に何が必要か？

① “地方政府“としての自覚と責任

② “選択と集中”による投資

③ “付加価値“の創造

④ “ダウンサイジング“への転換

⑤ “原点（市民の幸せ）“への回帰
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藤枝市のまちづくり戦略

10年、20年先を見据えた“都市経営“

次の10年は・・

ポストコロナの時代にも“選ばれるまち”
分散型社会の中でヒト、モノの流れを呼び込む拠点都市形成
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藤枝市のまちづくり戦略

①“４K“の深化

②“コンパクト＋ネットワーク”の新展開

③“ＤＸ・スマートシティ“への転換
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藤枝市のまちづくり戦略

①“４K“の深化 暮らしに直結する施策の付加価値向上

健康 Kenkou

「守る健康」「創る健康」で

“健康・予防日本一”を目指す

教育 Kyouiku

「子どもの笑顔」で

“教育日本一”を目指す

環境 Kankyou

「もったいない」で

“環境日本一”を目指す

危機管理 Kikikanri

「リスクマネジメント」で

“安全・安心日本一”を目指す
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藤枝市のまちづくり戦略

②“コンパクト＋ネットワーク“の新展開

“拠点集約型都市構造”への転換

多彩な魅力を放つ拠点と公共交通網の形成で

定住人口、民間投資を誘導。正のスパイラル確立

〇駅前地区の連鎖型再開発

〇戦略的土地利用

（広域都心、新産業・交流誘導

エリアの形成）
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藤枝市のまちづくり戦略

~2018 2019・2020 2021~

導入 発展

IoT,AIによる個別最適化

加速・持続

まちの全体最適化

IoT児童見守り AI河川水位観測

IoTシェアサイクル

官民データ連携基盤

スマート・モビリティ

③“DX・スマートシティ“への転換

ICT、デジタルで安全・快適・便利なまちを形成

ICT教育



選ばれるまち

●駅前地価 継続的な県内トップクラスの上昇率

●人口動態 継続的な転入超過

●駅前地価 継続的な県内トップクラスの上昇率

●人口動態 継続的な転入超過

中心市街地活性化中心市街地活性化
駅北口
再開発

駅南口
再開発

健康●特定健診受診率県内１位！※10万以上の市

環境●ごみ排出量 少なさ全国５位！

教育
●全小中学校でICT環境を整備

危機管理●公共建築物耐震化率100％

４Ｋ重点施策４Ｋ重点施策

厚労白書に掲載

人材育成
地域産業の成長支援

ICTを活かしたまちづくりICTを活かしたまちづくり

働き方改革

●オープンイノベーションで課題解決！
スタートアップと実証実験を展開

●藤枝版クラウド
ソーシング導入

健康寿命アワード
優秀賞受賞

平成29年4月開設

●ＪＡＸＡと連携した科学教育

●全小中学校で
プログラミング教育●国際観光ホテル

●商業施設伊勢丹出店

●フィットネス
●託児付ワーキングスペース

全国初！
ソフトバンク㈱と
包括連携協定締結産官学で推進

〇大学・企業のサテライト
拠点の集積

●タワーマンション
●子育て支援施設
●高齢者支援施設
●医療モール
●商業施設

長谷部誠選手をはじめ多くのサッカー選手を輩出する藤枝市。お茶や地酒の生
産も盛んで、「日本遺産」に認定された東海道など歴史文化あふれるまちです。
子育て世代をはじめ、市民が生き生き暮らす健康都市・藤枝は、未来に向けて
さらに進化中です。



“ ”開き“ ”を結ぶ藤枝市の施策・取組
県内初！全小中学校でICT教育を実施
電子黒板などのICT機
器を全小中学校に導入
独自にプログラミン
グ教育を実施。
独自の小中一貫教育
カリキュラムを策定

官民連携で女性が活躍する環境を創出

民間企業との連携によ
り託児機能付きワーキ
ングスペース・ママス
クエアを駅前に設置。
子育てと仕事を両立で
きる環境を創出。

中心市街地活性化の
成果と先進性が評価
され県内唯一指定！
政府の集中支援によ
り付加価値の高い都
心を形成。

拠点病院としての高度医療の提供
医療圏唯一の救命救
急センター及びがん
診療連携拠点・
災害拠点病院と
して高度医療を
地域に提供

市内最大の蓮華寺池公園
の年間来場者が過去最高
の152万人を達成。
カフェやキッズパークな
どの再整備により市内外
から来場が大幅拡大

憩いの公園、年間来場者150万人突破

地方再生コンパクトシティモデル都市指定

ふじのくにフロンティアの推進
「藤枝たかた」に６社
の進出企業が決定！
仮宿地区
オリーブ
産地化ス
タート 13



次の10年へ

藤枝市のまちづくり戦略

〇第６次藤枝市総合計画

〇第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略



藤枝型新公共経営

藤枝市のまちづくり戦略

〇第２次藤枝市新公共経営大綱（令和４年４月策定）

持続可能な
経営基盤の確立

職員が働きがいを
抱く職場づくり

市民の役に立つ
人財育成

市民の皆さんにとって

真に必要で質の高いサービス



藤枝市のまちづくり戦略

市民・職員が「幸せ」を実感できる

“日本一の市役所”

市民、そして職員も幸せ…



次の10年へ

藤枝市のまちづくり戦略

人口減少社会を切り拓き、

未来へ持続する、

藤枝の挑戦。



藤枝市のまちづくり戦略

END


